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ピ
ュ
ア
な
大
清
水
と
天
然
生
温
泉

高
品
質
の
調
度
品
を
用
意

「
天
空
に
１
番
近
い
癒
し
湯
」

天
然
木
の
香
り
漂
う
空
間

富
士
山
、河
口
湖
を
望
む
露
天
風
呂

海
鮮
と
敷
地
内
温
泉
を
堪
能

季
節
感
を
大
切
に
し
た
献
立

館
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

蛍
あ
た
り
の
湯

谷
川
岳
か
ら
湧
き
出
る
大
清
水

　
群
馬
県
水
上
温
泉
、
源
泉

湯
の
宿
　
松
乃
井
（
戸
澤
千

秋
社
長
）
は
、
四
つ
の
自
社

源
泉
を
所
有
し
て
い
る
。
お

湯
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
す
べ

す
べ
し
た
質
感
が
特
徴
だ
。

　
湯
量
は
、
毎
分
４
５
８
・

１
㍑
と
そ
の
豊
富
さ
は
、
水

上
温
泉
随
一
を
誇
る
。

　
源
泉
は
、
外
気
に
触
れ
な

い
よ
う
湯
殿
の
底
か
ら
直
接

湧
き
あ
が
ら
せ
、
温
泉
の
鮮

度
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
源

泉
掛
け
流
し
の
温
泉
を
、
松

乃
井
は
「
『
生
』
温
泉
」
と

表
現
し
、
大
切
に
守
っ
て
い

る
。

　
自
慢
の
温
泉
は
、
大
浴
場

全
て
が
露
天
風
呂
付
き
内
湯

と
な
り
、
そ
の
他
貸
し
切
り

風
呂
、
露
天
風
呂
と
、
「
湯

め
ぐ
り
が
堪
能

で
き
る
」
と
評

判
だ
。

　
月
明
か
り
の

湯
は
併
設
の
ナ

ッ
ピ
ン
グ
ル
ー

ム
（
低
温
サ
ウ

ナ
）
で
読
書
、

昼
寝
を
楽
し
む

人
も
多
い
。
蛍

あ
か
り
の
湯

は
、
見
え
隠
れ

す
る
「
蛍
」
が

テ
ー
マ
。
蛍
を

模
し
た
淡
い
照

明
が
、暖
か
み
を
表
現
す
る
。

火
あ
か
り
の
湯
は
岩
露
天
と

な
っ
て
お
り
、
最
も
人
気
が

高
く
、
夜
間
に
は
「
た
い
ま

つ
」
を
模
し
た
揺
ら
め
く
火

の
よ
う
な
照
明
が
周
囲
を
照

ら
す
。
星
空
の
湯
は
、
家
族

や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
小
グ
ル
ー

プ
が
生
温
泉
を
満
喫
す
る
の

に
ぴ
っ
た
り
。
カ
ン
テ
ラ
の

湯
は
、
カ
ン
テ

ラ
風
照
明
を
照

ら
し
、
幻
想
的

な
夜
の
風
景
を

醸
し
出
す
。

　
全
て
の
風
呂

は
、
館
内
を
経

由
し
な
く
て
も

「
め
ぐ
り
湯
回

廊
」
で
つ
な
が

る
。
敷
地
内
に

は
、
谷
川
岳
か

ら
の
地
下
水
が

６
カ
所
の
滝
を

作
り
、利
根
川
、

谷
川
沿
い
１
㌔

に
及
ぶ
４
万
坪
の
敷
地
の
中

に
あ
る
雄
大
な
日
本
庭
園

が
、
水
上
の
自
然
の
美
し
さ

を
表
現
し
て
い
る
。

　
水
と
自
然
を
基
盤
と
し

た
、
リ
ゾ
ー
ト
＆
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
を
目
指
す

松
乃
井
。
１
９
７
８
年

月

１
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
上
越
新
幹

線
ト
ン
ネ
ル
開
通
工
事
に
伴

い
谷
川
岳
か
ら
湧
き
出
る
大

清
水
の
権
利
を
取
得
。今
後
、

そ
の
大
清
水
を
使
用
し
「
水

だ
し
コ
ー
ヒ
ー
」
「
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
」
を
提
供
す
る
予

定
だ
。

　
４
月
か
ら
は
、
東
京
駅
と

松
乃
井
を
約
３
時
間
半
で
結

ぶ
往
復
直
行
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
。

　
▽
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

は
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７

８（
７
２
）３
２
０
０
。htt

p://www.matsunoi.com/

　
新
潟
県
月
岡
温
泉
の
「
ホ

テ
ル
清
風
苑
」
（
樋
口
智
子

社
長
）
は
、
「
美
人
に
な
れ

る
温
泉
」
で
知
ら
れ
る
月
岡

の
湯
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で

き
る
。
温
泉
は
開
湯
１
０
０

余
年
で
自
慢
の
温
泉
は
、
合

計
４
カ
所
の
大
浴
場
と
二
つ

の
貸
し
切
り
風
呂
、
多
彩
な

六
つ
の
湯
船
が
そ
ろ
う
露
天

風
呂
で
楽
し
め
る
。

　
同
館
は
昨
年
、
創
業

周

年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
主
力
客
室
の

「
雅
亭
」
４
～
６
階
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
４
階
と
６
階
を

全
面
禁
煙
と
し
た
。
ま
た
、

最
上
階
の
７
階
に
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
フ
ロ
ア
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ

Ｉ
香
」
を
新
規
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
香
の
客
室

は
、

平
方
㍍

の
広
さ
を
確

保
。
食
事
は
、

専
用
ダ
イ
ニ
ン

グ
で
提
供
す
る

ほ
か
、
眺
望
を

楽
し
め
る
「
ビ

ュ
ー
バ
ス
」
も

設
置
。
最
良
の

寝
心
地
を
提
供

す
る
た
め
、
全

米
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｓ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ

（
サ
ー
タ
）
社
製
ベ
ッ
ド
マ

ッ
ト
レ
ス
を
導
入
。
７
階
宿

泊
者
限
定
の
「
フ
ロ
ア
ラ
ウ

ン
ジ
」
も
設
け
た
。

　
▽
ホ
テ
ル
清
風
苑
は
新
潟

県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
２
７

８
の
２
。
☎
０
２
５
４
（
３

２
）２
０
０
０
。http://www

.seifuen.com/

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
香
」

展
望
抜
群
の
露
天
風
呂
「
極
楽
湯
」

六
つ
の
風
呂
が
あ
る
大
浴
場
「
長
寿
の

湯
」

　
「
天
空
に
１
番
近
い
癒
し

湯
」
。
標
高
約
１
８
０
０
㍍

の
上
信
越
高
原
国
立
公
園
内

に
位
置
し
、
豊
富
な
湯
が
湧

出
す
る
日
進
舘
（
大
野
豊
社

長
）
。
天
然
木
を
浴
槽
に
使

っ
た
九
つ
の
特
色
あ
る
風
呂

が
あ
り
、
天
然
温
泉
の
湯
巡

り
を
満
喫
で
き
る
。

　
万
座
温
泉
は
１
日
約
５
０

０
万
㍑
と
い
う
豊
富
な
湯
量

を
誇
り
、
そ
の
湯
は
万
病
に

効
く
と
さ
れ
る
。
硫
黄
濃
度

「
日
本
一
」
と
い
う
乳
白
色

の
に
ご
り
湯
で
、
源
泉
の
温

度
は

度
以
上
と
高
温
。
自

然
湧
出
し
た
温
泉
を
掛
け
流

し
に
し
て
い
る
。

　
「
極
楽
湯
」
は
、
万
座
の

雄
大
な
山
々
と
満
天
の
星
空

が
広
が
る
展
望
露
天
風
呂
。

日
の
出
か
ら
夕

暮
れ
、
夜
間
ま

で

時
間
刻
々

と
移
ろ
う
抜
群

の
景
色
を
堪
能

で
き
る
。
モ
ダ

ン
な
新
館
「
湯

房
」
に
あ
る

「
万
天
の
湯
」

は
、
天
然
の
檜

を
配
し
た
風
呂

で
大
き
な
窓
か

ら
美
し
い
景
色

を
望
む
。
「
円

満
の
湯
」
は
家

族
や
夫
婦
で
利

用
で
き
る
貸
し
切
り
風
呂

だ
。

　
太
い
木
の
柱
に
支
え
ら
れ

た
大
浴
場
「
長
寿
の
湯
」
に

は
六
つ
の
風
呂
。
館
内
で
最

も
大
き
な
湯
船
で
万
座
最
古

と
さ
れ
る
「
苦
湯
」
、
硫
黄

独
特
の
香
り
が
強
い
「
姥

湯
」
、
周
辺
に
群
生
す
る
熊

笹
の
葉
を
浮
か

べ
た「
さ
さ
湯
」

を
は
じ
め
、

「
姥
苦
湯
」

「
真
湯
」
「
滝

湯
」
が
あ
る
。

　
万
病
に
効
く

と
い
う
温
泉
に

合
わ
せ
、
料
理

も
健
康
、
栄
養

を
重
視
。
夕
食

は
和
洋
中

種

以
上
の
メ
ニ
ュ

ー
が
味
わ
え
る

バ
イ
キ
ン
グ
。

こ
の
う
ち
和
食

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
寿
と
健

康
を
願
い
、
食
材
の
頭
文
字

を
と
っ
た
「
ま
ご
わ
や
さ
し

い
」コ
ー
ナ
ー
が
人
気
。豆
、

胡
麻
、ワ
カ
メ
、野
菜
、魚
、

シ
イ
タ
ケ
、
イ
モ
の
７
品
目

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
提
供
し
て

い
る
。
朝
食
も
、
栄
養
に
配

慮
し
た
料
理
が
並
ぶ
和
洋
バ

イ
キ
ン
グ
だ
。

　
客
室
は
計
１
５
３
室
で
、

和
室
、
洋
室
、
モ
ダ
ン
な
和

洋
室
か
ら
好
み
で
選
べ
る
。

館
内
ロ
ビ
ー
で
は
連
日
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
合
宿
や
団
体
旅

行
に
は
、
日
進
舘
イ
ン
、
日

進
舘
ヒ
ュ
ッ
テ
を
一
棟
貸
し

切
り
に
で
き
る
プ
ラ
ン
も
あ

る
。

　
▽
万
座
温
泉
　
日
進
舘
は

群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座

温
泉
。☎
０
２
７
９（
９
７
）

３
１
３
１
。http://www.man

za.co.jp/

　
飛
騨
高
山
で
旅
館
を
経
営

す
る
花
扇
グ
ル
ー
プ
が
手
掛

け
る
強
羅
花
扇
（
飯
山
和
男

社
長
）
は
、
「
天
然
木
の
香

り
」
「
温
も
り
の
湯
」
「
口

福
の
料
理
」
で
、
大
切
な
癒

や
し
の
ひ
と
時
を
約
束
す

る
。

　
玄
間
か
ら
す
ぐ
の
吹
き
抜

け
に
は
、
千
本
格
子
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
和
の
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
。
囲
炉
裏
の
あ
る
ロ
ビ

ー
、
神
代
欅
の
一
枚
板
の
カ

ウ
ン
タ
ー
を
持
つ
ラ
ウ
ン
ジ

が
広
が
る
。
館
内
は
、
畳
敷

き
の
回
廊
で
結
ば
れ
、
天
然

木
の
香
り
が
漂
う
。

　

の
客
室
に
は
飛
騨
建
築

の
イ
ン
テ
リ
ア
。
全
室
が
美

し
い
山
や
森
を
見
渡
す
露
天

風
呂
付
き
。
二

つ
の
露
天
風
呂

を
備
え
た
大
浴

場
も
あ
る
。
自

家
源
泉
か
ら
沸

き
出
す
赤
み
を

帯
び
た
重
曹
泉

は
箱
根
で
は
珍

し
い
。

　
料
理
は
、
箱

根
の
野
菜
、
小

田
原
の
鮮
魚
、

最
高
級
の
飛
騨

牛
な
ど
を
使
っ

た
逸
品
が
並

ぶ
。

　
▽
強
羅
花
扇
は
神
奈
川
県

足
柄
下
郡
箱
根
町
強
羅
１
３

０
０
の
６
８
１
。
☎
０
４
６

０（
８
７
）７
７
１
５
。htt

ps://www.gorahanaougi.co
m/

千
本
格
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ロ
ビ
ー

の
和
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の
湯
」

見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
湖
（
う
み
）
の

湯
」

　
四
季
が
織
り
な
す
湖
畔
の

舞
―
。
山
梨
県
・
富
士
河
口

湖
温
泉
郷
の
「
若
草
の
宿
　

丸
栄
」（
渡
辺
洋
社
長
）は
、

世
界
遺
産
の
富
士
山
の
麓
、

四
季
折
々
の
風
情
を
映
す
河

口
湖
の
ほ
と
り
に
佇
む
。
多

彩
な
温
泉
、
旬
彩
の
美
食
、

日
本
の
宿
の
お
も
て
な
し
。

「
人
（
お
客
様
）
が
、
人

（
従
業
員
）に
癒
さ
れ
る
宿
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　
湯
処
は
露
天
風
呂
、
大
浴

場
、
貸
し
切
り
風
呂
な
ど
多

彩
。
最
上
階
の
「
見
は
ら
し

露
天
風
呂
」
は
、
「
富
士
の

湯
」と「
湖（
う
み
）の
湯
」。

「
富
士
の
湯
」
は
、
時
の
移

ろ
い
の
中
で
刻
一
刻
と
表
情

を
変
え
る
富
士
山
が
目
の
前

に
広
が
る
。「
湖
の
湯
」は
、

河
口
湖
を
眼
下

に
浮
舞
台
造
り

の
湯
船
に
浸
か

れ
る
。

　
大
浴
場
は

「
豪
壮
ア
ル
プ

ス
の
湯
」
と

「
若
草
の
湯
」。

「
豪
壮
ア
ル
プ

ス
の
湯
」に
は
、

銘
石
で
南
ア
ル

プ
ス
の
風
景
を

表
現
し
た
岩
風

呂
、
温
泉
ハ
ー

ブ
湯
、
高
温
サ

ウ
ナ
、
ス
チ
ー

ム
サ
ウ
ナ
な
ど
。
「
若
草
の

湯
」
は
、
利
用
し
や
す
い
洗

い
場
の
造
り
な
ど
が
特
に
女

性
客
に
好
評
で
、
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
も
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
、
大
浴
場
の
四

つ
の
湯
処
は
、
男
女
入
れ
替

え
制
に
よ
っ
て
１
泊
で
す
べ

て
を
巡
れ
る
。
ま
た
、
貸
し

切
り
展
望
風
呂

の「
芙
蓉
の
湯
」

は
、
総
檜
造
り

の
湯
船
か
ら
富

士
山
の
眺
め
を

独
り
占
め
で
き

る
。

　
客
室
は
和
室

を
中
心
に
計


室
。
こ
の
う
ち

露
天
・
展
望
風

呂
付
き
客
室
が


室
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ

た
展
望
風
呂
付

き
和
洋
室
も
あ
る
。
さ
ら
に

特
別
階
「
野
の
花
亭
」
の
５

室
は
、
「
宿
の
中
に
あ
る
も

う
一
つ
の
小
さ
な
宿
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
最
高
の
料
理
と

お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
。

　
目
も
舌
も
潤
う
料
理
も
自

慢
。
旬
の
味
覚
を
吟
味
し
、

滋
味
豊
か
な
里
の
幸
と
新
鮮

な
海
の
幸
を
調
和
さ
せ
た
和

会
席
は
「
料
理
の
丸
栄
」
と

し
て
地
元
で
も
評
判
が
高

い
。
３
６
０
度
ビ
ュ
ー
の
絶

景
を
仰
ぎ
見
る
屋
上
「
富
士

山
展
望
台
」
、

年
以
来
、

館
主
自
ら
詠
む
不
定
期
奮
闘

上
演
の
丸
栄
名
物
「
紙
芝
居

劇
場
」
な
ど
丸
栄
の
魅
力
は

枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　
▽
丸
栄
は
山
梨
県
南
都
留

郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
４
９

８
。
☎
０
５
５
５
（
７
２
）

１
３
７
１
。http://www.mar

uei55.com/

　
千
葉
県
鴨
川
温
泉
郷
天
津

小
湊
温
泉
の
宿
中
屋
（
中
田

弘
治
社
長
）
は
、
房
総
半
島

先
端
近
く
の
海
岸
沿
い
に
館

を
構
え
る
。
房
総
沖
合
い
で

獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
中

心
に
、
手
間
暇
を
惜
し
ま
ず

真
心
込
め
て
提
供
す
る
磯
会

席
は
、
板
前
の
自
信
作
だ
。

　
特
に
評
判
が
高
い
の
は
、

生
き
の
い
い
伊
勢
エ
ビ
や
ア

ワ
ビ
を
豪
華
に
使
う
「
季
節

の
大
漁
会
席
」
。
伊
勢
エ
ビ

の
姿
造
り
や
、
ア
ワ
ビ
の
踊

り
焼
き
、
タ
イ
の
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
、
サ
ザ
エ
、
ヒ
ラ
メ
の

刺
し
身
な
ど
、
魚
介
類
が
宝

石
箱
の
よ
う
に
並
ぶ
。
９
～


月
は
、
漁
獲
高
日
本
一
を

誇
る
外
房
地
域
の
伊
勢
エ
ビ

が
旬
を
迎
え
、
食
を
目
当
て

に
訪
れ
る
客
が
後
を
絶
た
な

い
。

　
こ
の
ほ
か
、

魚
介
類
に
加

え
、
ウ
ニ
焼
き

や
上
総
牛
と
フ

ォ
ア
グ
ラ
の
洋

皿
な
ど
も
楽
し

め
る
会
席
な
ど

も
ぜ
ひ
味
わ
い

た
い
。

　
敷
地
内
の
温

泉
は
、
や
わ
ら

か
い
肌
触
り
で

ア
ル
カ
リ
性
の

美
肌
の
湯
。
源
泉
が
温
泉
療

法
に
適
す
る
療
養
温
泉
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
食
と

共
に
ぜ
い
た
く
な
温
泉
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

　
▽
宿
中
屋
は
千
葉
県
鴨
川

市
天
津
３
２
８
７
。
☎
０
４

（
７
０
９
４
）１
１
１
１
。htt

p://www.nakayahotel.com/

季
節
の
大
漁
会
席

　
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い
て

５
分
の
特
別
景
勝
地
に
建
つ

栃
木
県
日
光
温
泉
の
純
和
風

旅
館
「
日
光
千
姫
物
語
」

（
根
本
芳
彦
社
長
）
。

　
客
室
は
日
本
古
来
の
和
風

美
を
表
現
し
て
い
る
。
大
き

く
取
っ
た
南
側
の
窓
は
山
と

渓
谷
を
望
み
、
四
季
折
々
の

素
晴
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
特
に
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
正
面
の
「
鳴
虫

山
」
が
全
面
に
色
付
き
圧
巻

の
眺
め
だ
。

　
夕
食
の
月
替
わ
り
懐
石
料

理
「
千
姫
御
膳
」
は
、
旬
の

食
材
を
丁
寧
に
選
び
、
手
作

り
に
こ
だ
わ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
懐
石
料
理
。
名
産
の
「
日

光
湯
波
」
や
地
産
の
野
菜
な

ど
を
使
い
季
節

感
を
大
切
に
し

た
献
立
作
り
を

心
が
け
て
い

る
。
中
で
も
、

総
料
理
長
が
精

魂
こ
め
た
特
製

出
汁
（
だ
し
）

で
頂
く
「
千
姫

風
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
」
は
特
に
好

評
で
、
「
出
汁

ま
で
全
部
飲
ん

で
し
ま
い
ま
し

た
」
と
い
う
お

客
さ
ま
も
多
い

と
の
こ
と
。

　
県
産
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
「
と

ち
ぎ
和
牛
」
等
、
さ
ら
に
吟

味
さ
れ
た
食
材
を
存
分
に
あ

し
ら
っ
た
「
厳
選
懐
石
膳
」

も
好
評
で
、
宿
泊
が
「
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
の
場

合
に
提
供
さ
れ
る
。

　
朝
食
は
「
和

食
」か「
洋
食
」

の
選
択
制
。
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
時

に
１
人
ず
つ
選

ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
も
う
れ
し

い
サ
ー
ビ
ス

だ
。

　
同
館
の
も
う

一
つ
の
こ
だ
わ

り
は
浴
場
。
サ

ウ
ナ
付
き
大
浴

場
、
露
天
岩
風

呂
も
あ
り
、
大

谷
川
や
山
々
を

眺
め
な
が
ら
湯

浴
み
が
楽
し
め
る
。

　
男
性
に
は
ミ
ス
ト
サ
ウ

ナ
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
。
女
性

に
は
肌
や
髪
に
潤
い
を
与
え

る
「
テ
ル
マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ

ウ
ナ
」
や
、
ミ
ル
ク
の
よ
う

に
き
め
細
や
か
な
マ
イ
ク
ロ

バ
ブ
ル
の
効
果
で
ス
ベ
ス
ベ

お
肌
と
温
熱
効
果
が
期
待
で

き
る
「
シ
ル
キ
ー
バ
ス
」
な

ど
、
美
容
効
果
の
高
い
施
設

を
備
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
別
棟
の
本
格
エ
ス

テ
＆
ス
パ
「
日
光
美
人
」
で

は
通
常
の
エ
ス
テ
の
ほ
か
に

「
酵
素
風
呂
」
（
３
千
円
税

別
）
な
ど
を
楽
し
め
る
。

「
女
性
に
や
さ
し
い
宿
」
と

う
た
っ
て
い
る
当
館
な
ら
で

は
だ
ろ
う
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は
栃
木

県
日
光
市
安
川
町
６
の

。

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
１
０

１
０
。http://www.senhime

.co.jp/

日
光
観
光
に
便
利
な
立
地

秋
の
厳
選
懐
石
膳
（
一
例
）

　
会
津
若
松
の
奥
座
敷
、
福

島
県
芦
ノ
牧
温
泉
の
大
川
荘

（
渡
邉
幸
嗣
社
長
）
は
、
清

流
大
川
の
河
畔
に
位
置
す
る

名
宿
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
、
滞

在
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。

　
午
後
４
時
か
ら
６
時
ま
で

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
間
は
ロ

ビ
ー
の
浮
き
舞
台
で
三
味
線

の
生
演
奏
の
お
出
迎
え
。
客

室
で
し
ば
し
く
つ
ろ
い
だ
後

は
、
渓
谷
と
木
々
を
望
む

「
絶
景
露
天
風
呂
　
四
季
舞

台
た
な
田
」
「
空
中
露
天
風

呂
」
で
湯
あ
み
を
楽
し
ん
だ

り
、
会
津
の
素
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
和
食
会
席
や
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
を
味
わ
っ
た
り
と

思
い
思
い
の
時

間
を
楽
し
む
。

　
午
後
８
時


分
か
ら
は
、
同

館
名
物
の
餅
つ

き
シ
ョ
ー
が
ス

タ
ー
ト
（
不
定

期
開
催
）
。
宿

泊
客
と
ス
タ
ッ

フ
が
そ
ろ
っ
て

楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
は
、
一
夜
の

滞
在
を
深
く
印

象
付
け
て
く
れ

る
。

　
客
室
は
７
タ

イ
プ
。全
て
が
大
川
に
面
し
、

渓
谷
美
を
一
望
で
き
る
。

　
▽
大
川
荘
は
福
島
県
会
津

若
松
市
大
戸
町
大
字
芦
ノ
牧

字
下
平
９
８
４
。
☎
０
２
４

２（
９
２
）２
１
１
１
。htt

p://www.ookawaso.co.jp/

　
お
出
迎
え
の
三
味
線
生
演
奏

（１１） 第２９９８号第３種郵便物認可２０１９年（令和元年）８月２４日（土曜日）


